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ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
「
里
山
資
本
主
義
」（
藻も
た
に
こ
う
す
け

谷
浩
介
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
広
島
取
材
班
著
）
を
読
ま
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？
11
版
30
万
部
を
突
破
し
て
い
る
と
い
う
。
マ
ネ
ー
中

心
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
を
脱
し
〝
21
世
紀
型
発
想
の
社
会
〟

を
記
し
て
い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
岡
山
県
の
山
間
地
、

真ま
に
わ庭
市
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
実
践
さ
れ
て
い
る
木
材
活
用

の
ユ
ニ
ー
ク
な
地
域
活
性
策
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

こ
こ
十
勝
管
内
足
寄
町
も
町
有
林
の
カ
ラ
マ
ツ
を
生
か

し
て
、役
場
や
中
学
校
な
ど
公
共
施
設
を
建
設
し
た
ほ
か
、

木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
生
産
。
地
元
雇
用
の
拡
大
と
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
〝
地
産
地
消
〟
を
通
じ
て
「
地
域
内
で
の
富
の
循

環
経
済
」
を
実
現
し
て
い
る
。

　

同
町
の
85
％
弱
が
森
林
面
積
で
、
沖
縄
本
島
と
ほ
ぼ
同

じ
11
万
７
千
㌶
を
有
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
基
幹
産
業
の
一

つ
、
林
業
は
１
９
６
４
年
か
ら
の
外
材
の
輸
入
全
面
自
由

化
、
さ
ら
に
木
造
住
宅
な
ど
の
需
要
低
迷
に
押
さ
れ
て
、

同
町
で
も
、
か
つ
て
10
以
上
を
数
え
た
製
材
工
場
は
、
現

在
は
３
社
が
操
業
す
る
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
町
有
林
の
カ
ラ
マ
ツ
は
樹
齢

50
年
前
後
と
な
っ
た
た
め
、
町
職
員
や
町
民
の
中
か
ら
活

用
を
模
索
す
る
動
き
が
起
き
た
。
特
に
、
町
内
に
あ
る
九

州
大
学
農
学
部
付
属
演
習
林
の
演
習
林
長
、
さ
ら
に
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
（
札
幌
）
の
大お
お
と
も
の
り
お

友
詔
雄
セ
ン

タ
ー
長
ら
の
協
力
で
、
当
時
町
の
企
画
担
当
部
署
だ
っ
た

岩い
わ
は
ら
さ
か
え

原
榮
さ
ん
ら
が
中
心
と
な
っ
て
２
０
０
１
年
に
「
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」、「
足
寄
町
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

活
用
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
地
域
活
性
化
策
と
し
て
木

材
の
カ
ス
ケ
ー
ド
（
多
段
階
）
利
用
に
取
り
組
む
こ
と
に

し
た
。

　

翌
年
地
元
有
志
ら
44
人
で
産
学
官
の
「
木
質
ペ
レ
ッ
ト

研
究
会
」
が
発
足
。
研
究
会
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
04
年
に

は
地
元
の
造
林
、
設
備
、
建
設
、
燃
料
事
業
者
な
ど
14
社

（
現
在
19
社
）が
参
画
し
た「
と
か
ち
ペ
レ
ッ
ト
協
同
組
合
」

が
誕
生
し
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
生
産
を
手
掛
け
て
い
る
。

　

一
方
、
公
共
施
設
に
カ
ラ
マ
ツ
材
を
利
用
す
る
こ
と
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
町
役
場
の
新
築
問
題
。

　

１
９
９
２
年
か
ら
検
討
を
始
め
、
当
初
計
画
は
従
来
の

よ
う
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
だ
っ
た
が
、
建
設
費
が
掛
か

り
す
ぎ
る
こ
と
と
、
町
有
林
の
有
効
活
用
な
ど
か
ら
、

２
０
０
１
年
に
カ
ラ
マ
ツ
材
庁
舎
が
浮
上
し
た
。
民
主
党

政
権
が
10
年
に
「
公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
」
を

制
定
す
る
前
だ
っ
た
も
の
の
、
町
議
会
は
調
査
検
討
の
結

果
、
先
駆
的
に
賛
成
を
表
明
し
た
。
む
し
ろ
「
今
後
新
た

に
建
設
す
る
公
共
施
設
は
カ
ラ
マ
ツ
材
を
使
う
」
と
い
う

前
向
き
な
条
件
を
付
け
た
ほ
ど
。

　

そ
の
結
果
、
05
年
か
ら
２
カ
年
に
わ
た
り
13
億
４
千
万

円
を
投
じ
て
、
木
造
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
て

延
べ
４
２
０
０
平
方
㍍
の
庁
舎
（
町
議
会
議
場
を
含
む
）

が
完
成
し
た
。
町
有
林
の
約
５
８
０
０
本
を
伐
採
、
製
材

し
て
構
造
用
集
成
材
と
し
て
活
用
し
た
。

　

暖
房
に
は
当
然
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
。
庁
舎
は

木
の
温
も
り
に
加
え
て
床
暖
房
の
温
も
り
で
非
常
に
暖
か

く
、
冬
は
最
低
気
温
が
氷
点
下
25
℃
を
下
回
る
ほ
ど
寒
く

萩 本 和 之

十勝管内・足寄町

地元のカラマツを生かす
森林バイオマスのまち

とかち協同組合が地元木材を活用して生産するペレット
（足寄町役場提供）
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な
る
も
の
の
「
２
基
あ
る
ボ
イ
ラ
ー
も
１
基
を
わ
ず
か
な

時
間
稼
働
す
る
だ
け
で
、
燃
費
は
石
油
系
の
ボ
イ
ラ
ー
よ

り
も
大
幅
に
安
上
が
り
で
す
」
と
担
当
の
む
ら
い
し
や
す
し

村
石
靖
主
査
は

強
調
す
る
。
実
際
、
熱
が
余
っ
て
い
る
た
め
に
、
役
場
北

側
に
地
域
交
流
施
設
な
ど
の
高
齢
者
等
複
合
施
設
を
建
設

し
て
、
そ
こ
へ
供
給
し
て
い
る
ほ
ど
だ
。

　

町
有
林
の
カ
ラ
マ
ツ
材
利
用
も
着
々
と
進
み
、既
に「
子

ど
も
セ
ン
タ
ー
」（
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
完
備
）
を

は
じ
め
、
道
内
最
大
規
模
の
木
造
校
舎
の
足
寄
中
学
校
や

南
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
、
地
域
交
流
物
産
館
、

公
営
住
宅
な
ど
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
〝
脱
石
油
〟〝
Ｃ
Ｏ
2
削
減
〟
を
目
指
す
同
町
に
対

し
て
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
種
別
・
設
置
地
域
ご
と
に
見
学
コ
ー

ス
を
設
定
す
る
「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
」（
経
産

省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
認
定
）
が
11
年
に
設
け
ら
れ
た
。

①
役
場
庁
舎
や
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
工
場

の
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
②
足
寄
中
学
校
の
太
陽
光
発
電
③
町

立
総
合
体
育
館
の
温
泉
熱
利
用
④
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
の
研
究
開
発
な
ど
を
し
て
い
る
地
元
マ
ル
シ
ョ
ウ
技
研

（
株
）
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
⑤
町
立
農

業
農
村
活
性
化
施
設
と
新
妻
牧
場
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト

の
雪
氷
熱
・
バ
イ
オ
ガ
ス
―
の
５
つ
で
、
観
光
団
体
や
教

育
機
関
と
連
携
を
と
り
観
光
・
学
習
の
場
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
。

　

田た
な
か
ゆ
き
と
し

中
幸
壽
副
町
長
は
「
石
油
高
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
時
代
へ
の
対

応
策
と
し
て
確
か
な
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
」
と
胸
を

張
っ
て
い
た
。　

＜

は
ぎ
も
と　

か
ず
ゆ
き
・
大
学
非
常
勤
講
師＞

木の温かみに包まれて、子ども達の歓声が響く「子どもセンター」

町有林のカラマツ集成材で建設された町役場庁舎内。カラマツ材の柱や梁（はり）
がみえる。冬は木質ペレットの床暖と地熱利用の換気チューブ＝写真右＝で温かい

ブロック積みの壁などで厳粛な雰囲気の議場。カラマツ材の活用策などを
論議、後押している（東洋印刷、足寄町役場提供）


